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　『人間生活文化研究』は、2012年の創刊以来、「人
間の生活と文化」に関わる250編以上の研究論文を
迅速に掲載し、オンラインジャーナルとして世界に
発信し続けている。
　多様で広範囲にわたる領域の論文を受け付けてお
り、投稿資格と字数に制限もないことから、年々論
文投稿数は増加傾向にある。特に、査読付き論文の

投稿は、大妻女子大学内のみならず、他大学からも
増えている。

　2012年6月から2018年12月までの査読付き論
文「原著論文」「短報」、査読なし論文「総説」「報告」
「資料」の論文採択率と投稿受付から掲載決定まで
の平均期間は下記の通りとなった。

　すべての論文は、人間生活文化研究のホームペー
ジから閲覧することができるが、査読付き論文は、
国立研究開発法人科学技術振興機構（JST）のプラッ
トフォーム、J-STAGEでも公開している。J-STAGE

は、世界中の論文検索エンジンとリンクをしている
ため、より多くの読者を獲得することが可能となる。
　今後も研究成果の発表の場として活用できるよ
う、多くの研究者からの論文投稿を募集している。

 1．�オンラインジャーナル「人間生活文化研究：International�
Journal�of�Human�Culture�Studies」の発行（2012―）
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採択率 平均期間

査読付き論文
原著論文・短報 62.9% 114.0

査読なし論文
総説・報告・資料 92.3% 16.7

http://journal.otsuma.ac.jp/
https://www.jstage.jst.go.jp/browse/hcs/-char/ja/
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　筆者は大妻女子大学人間生活文化研究が立ち上げ
た International Journal of Human Culture 
Studiesの創刊に投稿した1人としてこのエッセー
を書いている。ややこの雑誌の本流からは外れた分
野の研究者であるが、このような総合性の高い雑誌
から生まれてくる独創的な研究もあると思う。

　現在、研究者が自分の研究成果を発表する形態と
しては、主に3つある。1つは学会発表、1つは著書、
そしてもう1つは学術雑誌である。その他にも特許、
ホームページ、プレス発表、補助金等の報告書、大
学の紀要、講演などが挙げられるが、学術雑誌への
掲載が最も主要な研究成果発表の形態であると広く
認知されている。その理由は、学術雑誌の多くが採
用している査読制度に根拠があり、専門家の査読を
通過した論文だけが掲載されるため、ある一定以上
の学術的品質が保証されているためである。学術的
に価値がない論文や、致命的で修正不能な誤謬を含
む論文は掲載を却下されることになっている。現状
で最も権威があると考えられている総合学術雑誌の
Nature誌やScience誌では投稿された論文のほと
んどが査読に回されることなく、エディターの判断
で却下されてしまう。こうした厳しい通過儀礼のお
かげで学術雑誌の権威と格式は維持されているので
ある。しかし、こうした学術雑誌の様式が確立され
たのはそれほど古いことではない。私は博士論文を
書く際に19世紀以前の文献も多く収集していたの
だが、19世紀のNature誌が現在とは全く異なる紙
面構成であることを知って驚かされた。そこには査
読制度と思しき制度の片鱗すらなく、現在で言うと
ころの科学雑誌Newtonのような雑誌だったので
ある。
　査読制度についてもう少しだけ触れることにしよ

う。査読制度は現在では研究者の間では当然あるべ
きイニシエーションとして認知されているが、歴史
上最も偉大な発見の多くが査読制度の洗礼を受けて
いないことは重要である。例えば、ワトソンとクリッ
クによるDNAの螺旋構造についての、あの有名す
ぎる極めて短い論 文は査読を通 過していない
（Nature 171, 737-738（1953））。また1905年
に発表されたアインシュタインの特殊相対論などの
偉大な論文も査読されることなく発表されている
（Annalen der Physik （Leipzig）322（10）: 891-
921.（1905））。もっと遡れば、例えばニュートンが
完 成 さ せ た 古 典 力 学 は、 所 謂 プ リ ン キ ピ ア
（Philosophiae Naturalis Principia Mathematica 
（1687））という著書によって発表されており、当
然ながら査読など存在しない。このように査読なし
で発表された偉大な業績は枚挙に暇がないが、査読
制度が確立された背景にはそれなりの妥当性がある
ことも確かだ。査読制度の最初の記録は1665年の
ロンドン王立協会のPhilosophical Transactions 
of the Royal Society誌の創設者であるヘンリー・
オルデンブルクによる記録であり、最初の査読出版
物は、エジンバラ王立協会によって1731年に出版
されたMedical Essays and Observationsとされ
ている。しかしながらこうした査読制度は長い間広
く浸透することなく、現在のシステムが確立したの
は前世紀中葉に過ぎない。現在の査読制度は、極端
に品質の劣った論文を掲載から弾く、学術雑誌の品
質管理システムとしてはある程度有効に働いている
ことは確かであり、少なくとも半世紀間に渡って学
術雑誌界に最も定着した、実質的標準規格である。
そのデメリットについても散々指摘され、議論され
てきたにもかかわらず、今のところ査読制度が大き
く傾く気配はない。

1．オンラインジャーナル「人間生活文化研究：International Journal of Human Culture Studies」の発行（2012―）

オンラインジャーナルの未来について
―研究所オンライジャーナル投稿者の一人として―

大澤　崇人　日本原子力研究開発機構物質科学研究センター 主任研究員

105Ⅲ　研究成果の発信 ―研究活動を支援し研究者を育てる―



　しかしながら、この15年間で科学雑誌の形態は
全く様変わりしたとも言える。すなわちデータの電
子化、オンライン化である。主要な学術雑誌はほぼ
全て電子化され、オンラインで閲覧可能になった。
おかげで図書館で論文をコピーする機会はほとんど
なくなってしまった。10年くらい前までは古い雑
誌は紙媒体しかなかったため仕方なくコピーしてい
たのだが、近頃ではどの学術雑誌も創刊号から全て
電子化されているため、紙の雑誌を見る機会は激減
した。コピーを強いられるのは図書館が当該雑誌の
購読を停止していてオンラインジャーナルにアクセ
スできない時だけである。どこの学会誌も紙媒体を
廃止してコストを削減することに躍起になってお
り、紙の雑誌が完全に消滅するのも時間の問題かも
しれない。よって、「オンラインジャーナルの将来
はどうなりますか」と問われたら、オンラインじゃ
ない雑誌ってあるのですか、と問い返すべきであろ
う。そういう時代に私達は生きている。しかし勘違
いすべきでない点は、学術雑誌の電子化・オンライ
ン化は紙媒体からの脱却という次元の些末な話では
ない。これは学問の根本的な刷新につながる出来事
なのである。
　媒体（メディア）と情報は常に一体である。媒体
なき情報はありえず、情報なき媒体は空虚である。
現在の科学技術レベルから言えば、ある人間の思惟
の中身は他人から見ればブラックボックスなので
あって、その情報はある人間の脳内という共有不可
能な内部ストレージに格納されている。そこにどん
な偉大な理論が眠っていようとも、それを他者が認
識できる何らかの媒体上の情報に変換されなけれ
ば、その情報は他人からは永遠に未知である。しか
し思惟の内容を口伝で伝えるのと紙の上の文字とし
て表現するのとでは根本的に違いがある。口伝では
大量の情報を正確に伝播させることは難しいだろう
し、それこそ仏弟子で多聞第一のアーナンダや稗田
阿礼のような人間がいなくなってしまうと、情報量
は極端に減少してしまうかもしれない。しかし、情
報媒体の転換によるもっと決定的な変化は、情報そ
のものが媒体に最適化されるように変換されるとい
う点である。例えば、口伝で伝えられる情報の多く
は詩や歌の形態に変換されるのである。詩や歌は、
人間が丸暗記しやすいように最適化された情報伝達
形式である。古代の文学がほとんど韻文であること
は、この法則を如実に証明している。漢詩、パーリ

語の仏典、コーランなど、全て韻文であり歌であっ
た。和歌にしても、それを書写することが想定され
ていなかったことは明らかである。詩と歌は訓読み
でともに「ウタ」であり、大和言葉で「ウタ」は詩
と歌の両者を包含した概念である。メロディーがあ
れば歌詞を覚えられるが、メロディーがないと途端
に記憶しづらくなるのだ。しかし文字が登場し、そ
の媒体が竹簡や紙へ移行すれば、情報自体がそれに
合わせて変化していくのである。具体的に言えば、
紙の上の文字であれば韻を踏む必要がなくなり、散
文が主体になっていくのである。我々が普段目にす
る文章のほとんどが散文である理由は、文字が発明
され、紙などの媒体が発明されたため、口伝で情報
を伝播させる必要性がなくなったからなのである。
新聞の記事を丸暗記する人間などほとんどいない
し、する必要がない。
　学術雑誌の電子化・オンライン化へ話を戻そう。
電子的な情報が紙媒体の代替程度にしか思っていな
い諸氏も多かろうが、本質的にはそうではない。単
に紙をスキャンしてpdf化しただけなら、それは紙
の変形に過ぎないが、これでは本質を見ていないこ
とになる。電子化・オンライン化はIT技術と直結し
ていることは言うまでもないが、ここで実装されて
いる技術の核心の一つは、ハイパーテキストという、
半世紀前に発明されたシステムである。これは現在
のインターネット技術の根幹を成している技術で、
ハイパーリンクと呼ばれる参照情報によって複数の
テキストを有機的に接続できるのである。
　媒体とは逆説的には制約の謂である。口伝では物
体の形態を正確に表現できないし、白黒印刷では色
を再現できない。よって、新たな媒体の発明は制約
からの解放である。人類が文字、紙、印刷技術の3
つの発明によって、どれほど情報的制約から解放さ
れたかは誰の目にも明らかである。しかし、情報の
電子化・オンライン化の衝撃はそれらの比ではない。
情報的制約が、途方もない次元で解放されているの
である。全ての参考文献はハイパーリンクで接続さ
れ、一瞬で全ての情報にアクセスできる。接続でき
るのはテキストだけではない。画像だろうと動画だ
ろうと音声だろうと測定データだろうと、電子化で
きる全ての情報を有機的に接続可能ということであ
る。立体的な物体の形態をCAD （Computer Aided 
Design）データとして提供したり、調査したフィー
ルドの様子をバーチャルリアリティーによって読者
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に提供したりもできるだろう。こうした無限の拡張
性によって、文字が情報の主権を失ってもおかしく
ないとさえ思うのである。例えば、論文（という言
葉さえ適切性を欠くかもしれないが）の主体がプロ
グラムそのもので、そこから従属的なテキストや
データにリンクが貼られている、という形態にだっ
て進化しえる可能性がある。
　学術雑誌の電子化・オンライン化は読者層にも決
定的な変化をもたらす。オープンアクセスジャーナ
ルであれば、世界中誰でも自由に学術論文を閲覧で
きる。この革新性は改めて説明する必要もないだろ
う。また学術雑誌の電子化・オンライン化は査読制
度の根本的な革新にも大きな役割を果たすだろう。
残念ながら現在は紙媒体時代の呪縛に倣って、これ
までと全く同じ査読方式がオンラインで行われてい
るだけであるが、雑誌編集者がオンライン化の本当
の可能性に気付いたならば、おそらく査読制度にも
大きな変革がなされるだろう。著者、査読者、編集
者といった数人の密室で行われてきた査読過程は、
オンライン化によって完全に公開することも可能で
ある。さらに未来に目を向ければ、こんな生半可な
話ではなく、人工知能（AI）によって査読を行うこ
とも考えられる。そうすると、今度はAIが論文を作
成し、AIが査読し、AIがそれを読む、という人間
不在の学術雑誌（もはや雑誌ですらないだろうが）
になっていく可能性すらある。学問は既に、その範
疇に人間の主体性がどの程度存在すべきかどうか、
という議論にまで進む時代に突入しつつある。これ
はもう絵空事ではない。文章の剽窃を検出する
チェックツールが登場して久しいのであるから、査
読がAIによって行われても何の不思議もない。
　雑誌の形態そのものも紙媒体の呪縛から解き放た
れることで、全く新しい形態へと変化でき、ビジネ
スモデルもどんどん多様化していくことになる。こ
れまでのように著者が掲載料や別刷代を払ったり、
会員から学会費を徴収することで運営されていたビ
ジネスモデルも変革されていくことになるだろう。
オンライン化することで、ホームページに広告を掲
載してアフィリエイト報酬を稼いだり、論文の掲載
に留まらない様々なオンラインサービスを同時に提
供することで副収入を得る道も開かれている。過去
の因習や既成概念に固執しないならば、たとえ学術
雑誌であろうともその方向性には無限の可能性が開
かれている。

　時代は必ず流れ行くものであり、技術の進化はそ
れを押し止めることはできない。しかしそれをすぐ
に受け入れられるほど人間は柔軟ではないし、一度
確立された掟やしきたりを改変するのは並大抵では
ない。特に学問の世界は、その内容の先進性から考
えると滑稽なほどに旧来の権威や様式に固執しがち
である。その意味において、大学の紀要をいち早く
国際オンラインジャーナルへと変革させた大妻女子
大学人間生活文化研究所の柔軟性と行動力には驚か
される。投稿システムはとても明快で、ユーザー目
線で作られており、使いやすい。実際オンライン化
以前と比較して、読者人数は100倍にも増加してお
り、その効果は明らかである。今後も変革と革新は
続けられていくことだろう。将来の展開がとても楽
しみである。
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